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8.1.17 交通渋滞 

(1) 調査事項 

 調査事項は、表 8.1.17-1(1)及び(2)に示すとおりである。 

表 8.1.17-1(1) 調査事項(東京 2020 大会の開催中) 

区 分 調査事項 

予測した事項 ・大会開催中の交通の状況 

予測条件の状況 ・東京都等の計画や取組状況 

ミティゲーション

の実施状況 

〔輸送計画全般に係る取組〕 
・大会開催中の選手等の関係者輸送ルートを設定する。設定に当たっての基本コンセプ

トは以下の３点である。関係者輸送ルートを設定することにより大会関係車両の安全、
円滑、迅速な輸送サービスを提供するとともに、大会関係車両が一般車両に混入する
ことによる交通渋滞の低減を図る。 
①安全性、定時性を考慮し、信号交差点がなく一般道に比べ事故率も低い高速道路を
主として設定する。 

②一般道においては、交通容量の大きい４車線以上の道路を優先して選定する。 
③最寄りとなる高速道路出入口から競技会場までを最短距離で結ぶ経路を設定する。 

・観客、会場スタッフの移動には、公共交通機関（鉄道、バス等）を最大限活用するこ
とにより、小型車両での分散した移動を抑制するほか、競技会場からの徒歩圏内に鉄
道駅がない、もしくは同鉄道駅のみでは、来場が想定される観客数に対応が困難な競
技会場 1では、近隣駅からのシャトルバスの運行により観客を円滑に輸送する。 

・組織委員会は、大会関係者や観客・大会スタッフの安全で円滑な輸送を実現するた
めの総合調整の役割を果たす輸送センターを設置し、東京都をはじめ交通管理者、
道路管理者、交通事業者等とも連携し、円滑な輸送の実現を目指すほか、混雑回避
へ向けて広報を行う。 

・東京 2020 大会開催中は、交通需要マネジメント（TDM）のほか、TDM の効果等を踏ま
え、状況に応じた段階的・局所的な交通システムマネジメント（TSM）を計画・実施す
る。交通システムマネジメント（TSM）は、オリンピック・ルート・ネットワーク（ORN）
/パラリンピック・ルート・ネットワーク（PRN）の円滑な交通状況を維持するため、
レギュラー時、イレギュラー時のそれぞれの状況に応じて高速道路及び一般道におい
て適切な交通対策を行う。 

・東京 2020 大会開催中の交通混雑緩和に向けた取組を総合的にテストするため、2019
年(令和元年)７月 22日(月)から９月６日(金)に交通需要マネジメント（TDM）や交通
システムマネジメント（TSM）を試行した。試行の結果、TDM による更なる交通量低減
と追加対策として首都高の料金施策による交通需要調整を行う。 

・競技会場周辺には、トラフィックペリメーター（境界）を設定し、一般交通の通過交
通の進入を抑制するため、一般車両の迂回道路として、トラフィックペリメーター外
側の幹線道路を設定する。トラフィックペリメーターについては、事前にホームペー
ジに掲載するほか、競技会場周辺へのチラシポスティングにより事前周知を図る。ま
た、迂回道路となる幹線道路上の歩道橋に横断幕の設置や、既存の交通情報板から情
報発信を行い、広域的に車両の迂回を促すとともに、円滑な一般車両の誘導のため、
迂回案内看板や必要に応じ交通誘導員等を配置する。 

・デポ等における大会関係車両の出入口には交通整理員を配置し、周辺交通流への影響
低減を図る。 

〔個別競技会場周辺での取組〕 
・競技会場周辺の道路が、交通容量の小さい２車線道路が多い馬事公苑については、

シャトルバスによる観客の輸送を計画している。 
・大会期間中は、競技会場内外の車両動線や乗降場、駐車場において、誘導員を配置

するとともに、サイン等を設置し、大会関係車両へ分かりやすい案内・誘導を行い、
周辺交通流への影響低減を図る。 

 

 
1 馬事公苑、東京スタジアム、海の森クロスカントリーコース、海の森水上競技場、釣ヶ崎海岸サーフィンビーチ、

陸上自衛隊朝霞訓練場、霞ヶ関カンツリー倶楽部、埼玉スタジアム 2002、伊豆ベロドローム、伊豆マウンテンバイ

クコース、富士スピードウェイ、札幌ドーム、宮城スタジアム、福島あずま球場、茨城カシマスタジアム 
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表 8.1.17-1(2) 調査事項(東京 2020 大会の開催中) 

区 分 調査事項 

ミティゲーション

の実施状況 

（つづき） 

〔その他の取組〕 
・大会時の交通状況についての理解や混雑回避に向けた確実な準備の実施を促すため、

交通需要マネジメント（TDM）推進に向けた全体説明会・重点取組地区の地区別説明
会、業界団体等説明会、イベントにおける情報発信を行い、多様な手段を用いて十
分な周知を進めている。また、テレワーク導入等に関するコンサルタントによる無
料相談等を実施している。また、各企業での「2020 アクションプラン」の作成を支
援するため、「アクションプラン作成支援の簡易ツール」と「TDM ハンドブック」（令
和元年７月 2020TDM 推進プロジェクト運営事務局）を提供している。 

・快適な通勤環境や企業の生産性の向上を図る新しいワークスタイルや企業活動の東京
モデルを「スムーズビズ」とし、全ての人々がいきいきと働き、活躍できる社会の実
現に向け、東京 2020大会の交通混雑緩和に向けた交通需要マネジメント（TDM）とテ
レワーク、時差 Bizなどの一体的な取組の推進を目指して、東京都と組織委員会が連
携して企業・個人に「スムーズビズ」を働きかけている。 

・大会本番となる 2021 年(令和３年)夏の期間における、物流の効率化、配送ルートの
変更、荷さばき時間帯の変更など効率的な物流につながる取組を、東京都と組織委員
会が連携して企業に働きかけている。 

・大会開催中の交通混雑緩和に向けた都庁自らの取組として、「都庁 2020 アクション
プラン」に基づき、年休・夏休の計画的取得、時差出勤・フレックスタイム・テレ
ワークの実施、庁有車利用の抑制、都庁発注工事の調整等を行う。また、最重点取
組として、2019 年(令和元年)夏季より、都庁完全オフピークの実施、出勤者の徹底
抑制、本庁職員全員のテレワークの実施を行う。 

・2019 年(令和元年)夏には、「都庁 2020 アクションプラン」の取組を大会時を想定して
試行し、試行結果を踏まえ、東京 2020大会期間中の交通混雑緩和に向けた「都庁 2020
アクションプラン」を更新した。 

 

 

(2) 調査地域 

  調査地域は、大会開催中の関係者輸送ルート及びその周辺の範囲とした。 

 

(3) 調査手法 

  調査手法は、表 8.1.17-2 に示すとおりである。 

表 8.1.17-2 調査手法(東京 2020 大会の開催中) 

調査事項 大会開催中の交通の状況 

調査時点 開催中のほか、開催準備期間中の適宜とした。 

調
査
期
間 

予測した事項 開催中とした。 

予測条件の状況 開催中のほか、開催準備期間中とした。 

ミティゲーション

の実施状況 
開催中のほか、開催準備期間中とした。 

調
査
地
点 

予測した事項 大会開催中の関係者輸送ルート及びその周辺の範囲とした。 

予測条件の状況 大会開催中の関係者輸送ルート及びその周辺の範囲とした。 

ミティゲーション

の実施状況 
大会開催中の関係者輸送ルート及びその周辺の範囲とした。 

調
査
手
法 

予測した事項 「大会期間中の交通動向分析」等の関連資料の整理による方法とした。 

予測条件の状況 

現地調査(写真撮影等)及び「東京2020大会の交通マネジメントに関する提言と

解説」（東京都オリンピック・パラリンピック準備局ホームページ）等の関連資

料の整理による方法とした。 

ミティゲーション

の実施状況 

現地調査(写真撮影等)及び「東京2020大会振り返り」（令和３年12月 組織委員

会）等の関連資料の整理による方法とした。 
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(4) 調査結果 

1) 調査結果の内容 

ア．予測した事項 

(ｱ) 大会開催中の交通の状況 

大会期間中における広域の交通量の状況は、表 8.1.17-3 及び図 8.1.17-1 に示すと

おりである。 

高速道路及び一般道の代表断面合計（全日平均）で、高速道路が 13％の減少、一般

道が 6％の減少となった。 

表 8.1.17-3 圏央道～外環における代表断面の合計交通量の増減率 

（交通対策実施期間中と 2018 年同時期の比較） 

 高速道路 一般道 
※交通対策実施期間は 7/19～8/9、8/24～9/5 
※交通量は上下及び 24 時間の合計 
※代表断面：高速トラカン(NEXCO)22 箇所(下図上段丸数字)、 

直轄トラカン 16 箇所(下図下段四角数字) 
※2018 年同時期とは、2018 年同月同曜日の平均値を用いている 
※交通量は、速報値（トラカン等による計測） 
※データ欠測が生じた区間の値は合計に含まない 
※2018 年は現状ネットワークと一部異なる 

平日平均 -８％ -４％ 

休日平均 -20％ -10％ 

全日平均 -13％ -6％ 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 
図 8.1.17-1 各断面の増減率（2021 年 7 月 30 日（金）の例） 
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大会期間中における首都高の通行台数と渋滞の状況は、図 8.1.17-2 に示すとおりで

ある。 

通行台数について、大会直前は 2019 年（令和元年）と同程度で推移していたが、大

会期間中は 2019 年（令和元年）比で平日は約 2 割減少していた。 

大会期間中の渋滞損失時間については、2019 年（令和元年）と比較して、平日で約

８割の減少がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

図 8.1.17-2 大会期間中における首都高の通行台数と渋滞状況 

 

高速道路では、関係者輸送ルートの円滑性確保のため、TSM による交通対策を実施し

た。実施例としては、朝のピーク時で、調布 IC 手前、外環道(内回り)戸田東 IC 手前

での本線車線規制等、夕方のピーク時で、外環道（外回り）の戸田東 IC、外環浦和 IC、

大泉 IC の入口閉鎖等であった。 

一方で、本線料金所通行制限や JCT 方向別規制、本線車線規制の実施箇所周辺で渋

滞の発生がみられた（図 8.1.17-3 参照）。 
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出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議 東京都） 

「道路交通情報 Now!!」（公益財団法人日本道路交通情報センター） 

https://www.jartic.or.jp 

図 8.1.17-3 大会期間中における渋滞の状況（高速道路） 

 

大会期間中における一般道の交通量と渋滞の状況は、図 8.1.17-4 に示すとおりであ

る。 

走行台キロ（交通量）、渋滞長時間ともに、2019 年（令和元年）と比較して減少する

傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

図 8.1.17-4 大会期間中における一般道の交通量と渋滞の状況 

：渋滞 

：混雑 
：渋滞 

：混雑 
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一方で、朝夕ピークにおいて、首都高の入口閉鎖付近（国道 20 号、国道 246 号等）

や、関係者輸送ルートを迂回する道路（環状七号線、環状八号線等）など一部の区間

で渋滞がみられた（図 8.1.17-5 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

図 8.1.17-5 大会期間中における渋滞の状況（一般道） 

 

地方会場における輸送の取組は、表 8.1.17-4 に示すとおりである。 

表 8.1.17-4 地方会場における輸送の取組 

 道県 取組の内容 

1 北海道 ・マラソン・競歩に伴う交通規制の実施期間中、一部路線で混雑が見られたものの、全体的には、う回道

路への交通転換がされるなど、大会期間を通じて、札幌市内では大規模な交通混雑はなく、安全かつ円

滑な大会輸送を実現した。 

2 宮城県 ・宮城県、宮城県警、宮城県渋滞対策連絡協議会等と連携し、会場周辺の交通規制等と行うとともに、広

報チラシの配布や道路情報板によるTDMの取り組みや広域的なう回案内を行った。その結果、仙台市内

中心部や利府町内の会場周辺等、輸送ルートやバス乗降場において円滑な輸送が実現できた。 

・また、観客輸送に関しては、数少ない有観客の会場となったが、コロナ対策に万全を期し、観客を安全・

円滑に輸送することができた。 

3 福島県 ・関係者輸送ルートについては、国・福島県・福島市と連携して、市内全域や商工会議所に広報チラシを

配布するなどTDMの取り組みを行い、円滑な大会輸送を実現した。 

・また、会場周辺及び福島駅周辺については、定時性の確保のため、福島県警と連携し、交通対策等を実

施したため、混乱なく、円滑かつ安全な輸送が実現できた。 

4 茨城県 ・輸送ルート及び鹿嶋市内においては、臨海部の工業地帯を中心にTDMへの協力依頼及び県警と連携した

会場周辺交通対策を行った効果もあり、大会期間中を通して大きな渋滞は生じなかった。そのため、選

手バス等大会関係者車両については、遅延することなく、定時性を確保した円滑な輸送を行うことがで

きた。 

5 神奈川県 ・国道134号の沿線自治体等に混雑緩和を呼びかける広報チラシの配布や道路看板等の広報の取組により、

輸送ルートの混雑が緩和され、選手や大会関係者等を時間どおり円滑に輸送することができた。 

・また、江の島会場周辺における交通規制をはじめとした各種対策の実施にあたっては、警察や関係機関

と連携し、混乱なく、安全・円滑な輸送を行った。 

6 静岡県 ・伊豆スカイラインの無料化による交通の転換、関東方面を中心に混雑緩和を呼びかける広域的な広報の

取組により、輸送ルートの混雑が緩和され、選手や大会関係者等を時間どおり円滑に輸送することがで

きた。 

・観客シャトルバス利用駅周辺の交通規制により歩行者動線を確保するとともに、地域住民や企業の協力

を得て駅周辺の混雑緩和に努め、観客を安全・円滑に輸送することができた。 

出典：「大会輸送の実績（概要）」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 
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イ．予測条件の状況 

(ｱ) 東京都等の計画や取組状況 

交通マネジメントの全体像は、図 8.1.17-6 に示すとおりであり、交通需要マネジメ

ント（TDM）、交通システムマネジメント（TSM）、料金施策による交通需要調整（首都

高速道路）等を実施した（表 8.1.17-5 参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「東京 2020大会の交通マネジメントに関する提言と解説」（2022年２月 28日参照 東京都オリンピック・パラ

リンピック準備局ホームページ） 

https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/0cf26fc8c4b157f0f62bdebedfa87a45_1.pdf 

 

図 8.1.17-6 交通マネジメントの全体像 

表 8.1.17-5 東京 2020 大会の交通対策（例） 

対 策 項 目 概 要 

交通需要マネ
ジメント（TDM） 

①2020TDM 推進プ
ロジェクトの推進 

経済界・業界団体等の多様な主体が一体となり、大会時の交
通混雑緩和を目指す取組を推進（約 5 万社・910団体で構成） 

②企業説明会の実
施 

説明会約 600回、個別相談約 3,800回（WEBを含む）を実施
し、人の流れや物の流れについて混雑回避の取組を呼びかけ 

③大会期間中の集
中広報 

交通混雑の緩和と感染拡大防止に向けた人流抑制など、多様
なメディアによる集中的な広報を実施 

④2020物流 TDM 実
行協議会 

WEB セミナー、コンサルティング、啓発グッズ等により、中
小企業等の物流対策の取組を推進 

交通システム
マネジメント
（TSM） 

①高速道路の交通
対策 

本線料金所の通行制限や、交通状況に応じて入口閉鎖、本線
車線規制、JCT 部での方向別規制を実施 

②一般道 /競技会
場周辺の交通対策 

信号調整や駐車対策が一部で実施されたほか、進入禁止エリ
アや通行規制エリア、う回エリアを設置 

③関係者輸送ルー
ト等の設定 

大会期間中、選手などの大会関係者が利用する関係者輸送
ルート（大会ルート、練習会場ルート、代替ルート）を設定 

首都高速道路
における料金
施策 

－ 夜間の料金割引および日中時間帯の料金上乗せを実施 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和３年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

「協議会におけるこれまでの取組（実績）」（令和３年 11月１日 2020物流 TDM実行協議会第７回総会資料） 
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東京圏の交通規制等の場所・実施期間は、表 8.1.17-6 に示すとおりである。 

表 8.1.17-6（1） 東京圏の交通規制等（東京圏共通：高速道路） 

場所 規制等詳細情報 実施期間 

東京都、埼玉県、千葉県、
神奈川県 

TSM（交通システムマネジメント）
高速道路入口閉鎖等の交通規制 

7/19～8/9、8/24～9/5 

首都高速道路の料金変更 7/19～8/9、8/24～9/5 
出典：「交通規制等のお知らせ」（2021年 9月 6日参照 組織委員会ホームページ） 

https://olympics.com/tokyo-2020/ja/news/transportation-notice/#tokyoken 

 

表 8.1.17-6（2） 東京圏の交通規制等（東京都） 

場所 規制等詳細情報 実施期間 

都内広域（区部） 開会式・閉会式に伴う交
通規制 

7/23、8/8、24、9/5 

トライアスロンコース 7/26、27、31、8/28、29 

マラソンコース（パラリ
ンピック） 

9/5 

府中市、調布市、三鷹市、小金井市、 
稲城市、多摩市、八王子市、町田市 

自 転車ロー ドレー ス
コース 

7/24、25 

出典：「交通規制等のお知らせ」（2021年 9月 6日参照 組織委員会ホームページ） 

https://olympics.com/tokyo-2020/ja/news/transportation-notice/#tokyoken 
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ウ．ミティゲーションの実施状況 

ミティゲーションの実施状況は、表 8.1.17-7(1)～(22)に示すとおりである。なお、交

通渋滞の問合せについては、交通規制による渋滞、大会関係車両等による渋滞に関する

ものがあった。これらについては、大会輸送影響度マップの確認や、交通手段の転換（公

共交通機関の利用）への協力等をお願いし、ご理解をいただくよう努めるとともに、関

係者間で問合せ内容の情報共有をした。 

表 8.1.17-7(1) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

ミティゲーション 

・大会開催中の選手等の関係者輸送ルートを設定する。設定に当たっての基本コンセプト
は以下の３点である。関係者輸送ルートを設定することにより大会関係車両の安全、円
滑、迅速な輸送サービスを提供するとともに、大会関係車両が一般車両に混入すること
による交通渋滞の低減を図る。 
①安全性、定時性を考慮し、信号交差点がなく一般道に比べ事故率も低い高速道路を主

として設定する。 
②一般道においては、交通容量の大きい４車線以上の道路を優先して選定する。 
③最寄りとなる高速道路出入口から競技会場までを最短距離で結ぶ経路を設定する。 

実施状況  

安全で円滑な輸送サービスを提供するため、関係者輸送ルート（大会ルート、練習会場ルート、代替ルート）

の設定を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会ルート（オリンピック：東京都） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会ルート（パラリンピック：東京圏） 
出典：「輸送運営計画 V2 更新」（令和３年２月 組織委員会・東京都） 
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表 8.1.17-7(2) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況（つづき）  

 

 

 

 

 

 

（一般道） 

 

 

 

（高速道路） 
（東京都撮影） 

関係者輸送ルートのサイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

一般道における関係者輸送ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

一般道における関係者輸送ルート 
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表 8.1.17-7(3) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

ミティゲー
ション 

・観客、会場スタッフの移動には、公共交通機関（鉄道、バス等）を最大限活用することにより、
小型車両での分散した移動を抑制するほか、競技会場からの徒歩圏内に鉄道駅がない、もしく
は同鉄道駅のみでは、来場が想定される観客数に対応が困難な競技会場 2では、近隣駅からの
シャトルバスの運行により観客を円滑に輸送する。 

実施状況  

会場スタッフは、基本的に鉄道を利用し移動を行った。競技会場からの徒歩圏内に鉄道駅がない海の森水上

競技場等については、専用のシャトルバスにより移動を行った。 

有観客の競技会場（宮城、伊豆・富士）では、事前予約制での観客シャトルバスを運行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

公共機関交通を利用する会場スタッフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

出典：「大会輸送の実績（概要）」（令和 3 年 9月 29 日第 16

回輸送連絡調整会議資料） 
会場スタッフ用のシャトルバス 競技会場の観客シャトルバス乗降場 

 

 
2 馬事公苑、東京スタジアム、海の森クロスカントリーコース、海の森水上競技場、釣ヶ崎海岸サーフィンビーチ、

陸上自衛隊朝霞訓練場、霞ヶ関カンツリー倶楽部、埼玉スタジアム 2002、伊豆ベロドローム、伊豆マウンテンバイ

クコース、富士スピードウェイ、札幌ドーム、宮城スタジアム、福島あずま球場、茨城カシマスタジアム 

（東京都撮影） 
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表 8.1.17-7(4) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

ミティゲーション 

・組織委員会は、大会関係者や観客・大会スタッフの安全で円滑な輸送を実現するため
の総合調整の役割を果たす輸送センターを設置し、東京都をはじめ交通管理者、道路
管理者、交通事業者等とも連携し、円滑な輸送の実現を目指すほか、混雑回避へ向け
て広報を行う。 

 

実施状況  

組織委員会等は、大会関係者や観客・大会スタッフの安全で円滑な輸送を実現するための総合調整の役割
を果たす輸送センターを設置し、東京都をはじめ交通管理者、道路管理者、交通事業者等とも連携し、円滑
な輸送の実現を目指すほか、混雑回避へ向けて広報を行う。 

2021年（令和 3年）7 月 1日に輸送の司令塔となる輸送センター（TROC）を開設し、７月７日から稼働させ、

大会期間中 24 時間体制で対応を行った。警察や高速道路会社、日本道路交通情報センター等と連携を図り、

交通の状況等をリアルタイムで把握することで、迅速かつ適切に様々な事象に対応を行った。 

輸送連絡調整会議は、東京圏のみならず、各道県についても立ち上げ、輸送方針の策定をはじめ、輸送のオ

ペレーションを構築し、実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送の推進体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送センター 

 

出典：「東京 2020大会振り返り」（令和３年 12月 組織委員会） 
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表 8.1.17-7(5) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

自治体や都営交通、首都高速道路株式会社などと連携し、ドライバーに対する横断幕やパンフレットによる

広報を行うほか、路上のパーキング・メーターの利用停止、バス利用者へのバス運行に係る理解を求める表示

を通して、円滑な輸送に係る取組を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

迂回を促す垂れ幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

路上のパーキング・メーターの使用停止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「東京 2020 大会 静岡地区会場 混雑緩和へのお願

い」（組織委員会・静岡県・静岡県警） 

（東京都撮影） 

バスの運行変更の案内表示 

迂回を促すパンフレット（有料道路の無料化） 

 

市民・企業等に対し、大会時の交通対策や、

交通需要の抑制等について、広く協力を得るた

め、ウェブ、チラシ・ポスター、横断幕・看板、

テレビ、ラジオ、道路交通情報板等の各種媒体

を活用した広報を展開した。 

実施に当たっては、関係機関が保有する広報

媒体や窓口等での掲出に協力してもらうこと

で、広範囲かつ多方面での広報を展開した。 

 

 

 

 

 

出典：「大会輸送の実績（概要）」（令和 3年 9 月 29日第
16 回輸送連絡調整会議資料） 

輸送広報の状況 
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表 8.1.17-7(6) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

大会中においては、デジタルメディアやポスターに加え、CM や新聞広告等による混雑緩和の呼びかけや、混

雑予報ポータルサイト、ツイッター等による交通状況等の配信等を行った。 

 

①CM、ポスター等 

CM（TV、ラジオ、新聞）や鉄道駅・車内でのポスター展開、道路でのサイネージや横断幕等により、交通

混雑緩和や人流抑制を呼びかけ 

テレビ CM  

 放送局：民放キー5 局 

 期間：7/23-8/31 

 

 

 

 

鉄道駅ポスター・中づり 

 提出先：鉄道各社 

 期間：7/19-8/29 

 

新聞広告 

日本経済新聞（7/19） 

読売新聞（8/20） 

 

高速道路サイネージ・横断幕 

首都高から見える屋外広告（12 箇所） 

期間：7/5-7/18 

 

 

 

 

 

都道・国道歩道橋（50 箇所） 

期間：7/12-9/5 

 

②デジタル施策 

WEB サイトへの記事掲載や、メルマガ（毎日配信）、YouTube、SNS 等を活用し、混雑緩和の呼びかけや交

通対策の情報提供を実施  [期間：7/19-9/5] 

ビジネス誌（WEB）       WEB 広告（バナー）         YouTube 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③明日の混雑予報 

大会期間中は、明日の混雑予報ポータルサイト、

ツイッター等により、交通状況等を毎日配信 

[期間：7/14-9/5] 

ポータル        ツイッター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④国や関係機関との連携 

国や自治体、関係機関等との連携による呼びかけ

を実施 

テレワークデイズ    自治体 

   

 

 

 

JARTIC 

 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3 年 9 月 29 日第 16 回輸送連絡調整会議資料） 
大会期間中の集中広報 
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表 8.1.17-7(7) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

ミティゲーション 

・東京 2020大会開催中は、交通需要マネジメント（TDM）のほか、TDMの効果等を踏まえ、
状況に応じた段階的・局所的な交通システムマネジメント（TSM）を計画・実施する。
交通システムマネジメント（TSM）は、オリンピック・ルート・ネットワーク（ORN）/
パラリンピック・ルート・ネットワーク（PRN）の円滑な交通状況を維持するため、レ
ギュラー時、イレギュラー時のそれぞれの状況に応じて高速道路及び一般道において適
切な交通対策を行う。 

実施状況  

大会期間中の 7 月 19日（月）～8 月 9 日（月）、8 月 24日（火）～9 月 5日（日）において、交通需要マネ

ジメント（TDM）や首都高速道路における料金施策、柔軟な交通システムマネジメント（TSM）の取組により渋

滞がほぼ抑制された。 

交通システムマネジメント（TSM）としては、高速道路における本線料金所通行制限や入口閉鎖等、一般道

における信号調整や駐車対策等を実施した。 

大会期間中の首都高速道路の日交通量は、2019年（令和元年）と比較して、平日で約 2割減少、休日で約 2

～3 割減少となった。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

出典：「東京 2020大会振り返り」（令和３年 12月 組織委員会） 

交通マネジメントの実施状況 

交通需要マネジメントの取組として、東京都、国及び組織委員会が事務局となり、「2020TDM推進プロジェク

ト」を推進した。なお、本プロジェクトは、910 団体、52,202 社・事業所で構成されている。 

 

出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

2020TDM 推進プロジェクトにおける主な取組 
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表 8.1.17-7(8) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

交通需要マネジメント（TDM）を実施するとともに、日にち・時間・場所・競技を特定した通行規制等の交

通システムマネジメント（TSM）を実施した。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都撮影） 

日時・場所を特定した通行規制（高速道路） 

（東京都撮影） 

日にち・場所を特定した通行規制（高速道路） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都撮影） 

日時・場所を特定した通行規制（一般道） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（東京都撮影） 

競技と場所を特定した通行規制 
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表 8.1.17-7(9) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

ミティゲーション 

・東京 2020大会開催中の交通混雑緩和に向けた取組を総合的にテストするため、2019年
(令和元年)７月 22 日(月)から９月６日(金)に交通需要マネジメント（TDM）や交通シス
テムマネジメント（TSM）を試行した。試行の結果、TDM による更なる交通量低減と追
加対策として首都高の料金施策による交通需要調整を行う。 

実施状況  

試行の結果を踏まえた検討等を行い、交通需要マネジメント（TDM）による更なる交通量低減と追加対策と

して首都高の料金施策による交通需要調整を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  
出典：「試行の内容」（令和元年 8月 27日第 9回輸送連絡調査会議資料） 

交通需要マネジメント（TDM）及び通システムマネジメント（TSM）の試行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「試行の検証について」（令和元年 8月 27日第 9回輸送連絡調査会議資料） 

試行期間中の交通量（前年同月同週同曜日の比較） 
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表 8.1.17-7(10) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：「試行の検証について」（令和元年 8月 27日第 9回輸送連絡調査会議資料） 

首都高における TDM 及び TSM の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「試行の検証について」（令和元年 8月 27日第 9回輸送連絡調査会議資料） 

一般道における渋滞の発生 
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表 8.1.17-7(11) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「試行の検証について」（令和元年 8月 27日 第 9回輸送連絡調査会議） 

渋滞の発生状況及び改善方策（例） 
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表 8.1.17-7(12) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

オリンピック・パラリンピック期間中の首都高速の交通マネジメントは、以下のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「2021年夏季の東京圏の交

通状況 オリンピック・パ

ラリンピック期間中の首

都高速の料金施策」（2022

年２月 28日参照 国土交

通省ホームページ） 

https://www.mlit.go.jp/road/ 

2021summer-tr/pdf/jisseki.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

首都高速の交通マネジメント 首都高の入口閉鎖の状況 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影）    

首都高の料金施策（料金の上乗せ）の表示 
（東京都撮影） 

ロードプライシング実施を伝える横断幕 
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表 8.1.17-7(13) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

ミティゲー
ション 

・競技会場周辺には、トラフィックペリメーター（境界）を設定し、一般交通の通過交通の進
入を抑制するため、一般車両の迂回道路として、トラフィックペリメーター外側の幹線道路
を設定する。トラフィックペリメーターについては、事前にホームページに掲載するほか、
競技会場周辺へのチラシポスティングにより事前周知を図る。また、迂回道路となる幹線道
路上の歩道橋に横断幕の設置や、既存の交通情報板から情報発信を行い、広域的に車両の迂
回を促すとともに、円滑な一般車両の誘導のため、迂回案内看板や必要に応じ交通誘導員等
を配置する。 

 

実施状況  

競技会場周辺には、トラフィックペリメーター（う回エリア）を設定し、一般交通の通過交通の進入を抑制

するため、一般車両の迂回道路として、トラフィックペリメーター外側の幹線道路を設定した。 

トラフィックペリメーター等の会場周辺交通対策図は、ホームページに掲載した。掲載に当たっては、会場

ごとに検索ができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「輸送運営計画 V2 更新」（令和３年２月 組織委員会・東京都） 
トラフィックペリメーターの例 

（オリンピックスタジアム・東京体育館） 
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表 8.1.17-7(14) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

ホームページにおける会場周辺交通対策図の掲載とともに、交通規制についてわかりやすくまとめた「お知

らせチラシ」の配布を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「会場周辺交通対策」（2021年８月３日参照 2020TDM推進プロジェクトホームページ） 

https://2020tdm.tokyo/traffic/index.html 

お知らせチラシ（オリンピックスタジアム・東京体育館） 
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表 8.1.17-7(15) ミティゲーションの実施状況〔輸送計画全般に係る取組〕 

実施状況(つづき)  

幹線道路上の歩道橋への横断幕の設置や、既存の交通情報板からの情報発信を行い、競技会場周辺では複数

箇所において、迂回案内看板の設置を行い、円滑な一般車両の誘導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

歩道橋に設置された横断幕 
（東京都撮影） 

歩道橋に設置された横断幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

交通情報板での情報発信 
（東京都撮影） 

迂回案内看板 
  

ミティゲーション 
・デポ等における大会関係車両の出入口には交通整理員を配置し、周辺交通流への影響

低減を図る。 
実施状況  

デポ等の大会関係車両の出入口において、交通誘導員を配置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

交通誘導員の配置（デポ） 
（東京都撮影） 

交通誘導員の配置（国立代々木競技場） 
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表 8.1.17-7(16) ミティゲーションの実施状況〔個別競技会場周辺での取組〕 

ミティゲーション 
・競技会場周辺の道路が、交通容量の小さい２車線道路が多い馬事公苑については、シャ
トルバスによる観客の輸送を計画している。 

実施状況  

（馬事公苑については、駅からの距離が遠いため、シャトルバスによる観客の輸送を計画していたが、無

観客開催となったため、シャトルバスの運行は行わなかった。） 

  

ミティゲーション 
・大会期間中は、競技会場内外の車両動線や乗降場、駐車場において、誘導員を配置す

るとともに、サイン等を設置し、大会関係車両へ分かりやすい案内・誘導を行い、周
辺交通流への影響低減を図る。 

実施状況  

競技会場周辺において、車両に係るサインを設置し、必要に応じて誘導員を配置し、一般の方々及び大会関

係車両の安全で円滑な通行の確保を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都撮影） 

大会関係車両への案内サイン（東京スタジアム） 

（東京都撮影） 

設置されたサイン（国立代々木競技場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（東京都撮影）                    （東京都撮影） 

誘導員の配置 
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表 8.1.17-7(17) ミティゲーションの実施状況〔その他の取組〕 

 

 

 

 

 

ミティゲーション 

〔その他の取組〕 
・大会時の交通状況についての理解や混雑回避に向けた確実な準備の実施を促すため、

交通需要マネジメント（TDM）推進に向けた全体説明会・重点取組地区の地区別説明
会、業界団体等説明会、イベントにおける情報発信を行い、多様な手段を用いて十分
な周知を進めている。また、テレワーク導入等に関するコンサルタントによる無料相
談等を実施している。また、各企業での「2020 アクションプラン」の作成を支援する
ため、「アクションプラン作成支援の簡易ツール」と「TDM ハンドブック」（令和元年
７月 2020TDM 推進プロジェクト運営事務局）を提供している。 

実施状況  

大会時の交通状況についての理解や混雑回避に向けた確実な準備の実施を促すため、交通需要マネジメン
ト（TDM）推進に向けた全体説明会・重点取組地区の地区別説明会、業界団体等説明会、広報活動等による
情報発信を行い、多様な手段を用いて十分な周知を進めた。また、テレワーク導入や物流の効率化等に関す
るコンサルタントによる無料相談等を実施した。さらに、各企業での「2020 アクションプラン」の作成を支
援するため、「アクションプラン作成支援の簡易ツール」や「TDM ハンドブック」の提供も行った。 

「2020TDM 推進プロジェクト」として、大会までに、企業向け（中小企業・商店街向けを含む。）に、人の流

れ、物の流れについて混在回避の取組を呼びかけ、説明会約 600回、個別相談約 3,800 回実施した（WEBを含

む。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：「大会期間中の交通動向分析」（令和 3年 9月 29日第 16回輸送連絡調整会議資料） 

2020TDM 推進プロジェクトにおける主な取組 
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表 8.1.17-7(18) ミティゲーションの実施状況〔その他の取組〕 

実施状況（つづき）  

 

＜人流抑制の取組（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東京都から東京 2020 大会期間中のお願い」ポスター 

 

 

＜正確な情報発信（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「交通に関する実績データと分析」（令和４年１月 31日第８回交通運輸技術検討会資料） 

「明日の混雑予報」のポータルサイト 
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表 8.1.17-7(19) ミティゲーションの実施状況〔その他の取組〕 

実施状況（つづき）  

「物流 TDM実行協議会」では、中小企業や個人事業主を対象とした WEBセミナーの開催や、各社の事情を踏

まえた物流 TDM のコンサルティング、地域特性を踏まえた商店街単位の勉強会等を実施した。 

 

＜物流効率化の取組（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「協議会におけるこれまでの取組（実績）」（令和３年 11月１日 2020物流 TDM実行協議会第７回総会資料） 

都内中小企業・個人事業主、競技会場周辺の商店街等への配布チラシ 
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表 8.1.17-7(20) ミティゲーションの実施状況〔その他の取組〕 

実施状況(つづき)  

企業の取組を支援するため、「TDM ハンドブック」や「アクションプラン作成支援の簡易ツール」の提供を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「TDM ハンドブック」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「2020アクションプラン作成支援簡易ツール」（2021年８月３日参照 2020TDM推進プロジェクトホームページ） 

「アクションプラン作成支援の簡易ツール」 
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表 8.1.17-7(21) ミティゲーションの実施状況〔その他の取組〕 

ミティゲーション 

・快適な通勤環境や企業の生産性の向上を図る新しいワークスタイルや企業活動の東京モ
デルを「スムーズビズ」とし、全ての人々がいきいきと働き、活躍できる社会の実現に
向け、東京 2020大会の交通混雑緩和に向けた交通需要マネジメント（TDM）とテレワー
ク、時差 Bizなどの一体的な取組の推進を目指して、東京都と組織委員会が連携して企
業・個人に「スムーズビズ」を働きかけている。 

実施状況  

東京都は、スムーズビズの周知や企業等の先進的な取組を紹介するための

イベントや表彰式を開催したほか、集中的な取組期間の設定や鉄道事業者と

連携した広報を行い、企業や働く人々への周知啓発を実施した。 

 また、専用サイトを開設して、スムーズビズPR動画等を掲載したほか、企

業等の取組事例や各取組の支援制度の紹介など積極的に情報発信を行った。 

 

出典：「各種ダウンロード」（2022年３月 12日参照 スムーズビズホームページ） 

https://smooth-biz.metro.tokyo.lg.jp/about/ 

PR ポスター（スムーズビズの概要） 

ミティゲーション 
・大会本番となる 2021 年(令和３年)夏の期間における、物流の効率化、配送ルートの変

更、荷さばき時間帯の変更など効率的な物流につながる取組を、東京都と組織委員会が
連携して企業に働きかけている。 

実施状況  

東京都、東京 2020 組織委員会、農林水産省、経済産業省、国土交通省の連名で、荷主、物流事業者に対し

て、オリンピック・パラリンピック競技大会期間中の物流に係る協力依頼を行った。 

表 競技大会期間中の物流に係るご協力のお願いの概要 

項 目 内 容 
1．交通量の
抑制のため
の取組 

・複数荷主の連携による倉庫の共同しよう、共同輸配送 
・テナントビル等における集配業務の共同化 
・分散している複数荷主の物流拠点の統合による輸送網の集約 
・静脈物流の集約・効率化 
・輸送頻度の削減 等 

2．交通量の
分散化・平
準化のため
の取組例 

・十分なリードタイムでの発注による柔軟な輸配送時間帯の設定 
・十分なリードタイムでの発注による柔軟な輸配送ルートの設定（首都高速道路や都心に向かう一般道
を使用しない輸配送ルートの設定） 

・オフィス移転等大規模な物の移動が伴う作業の大会期間外への変更 
・セール等販売促進企画の大会期間外への変更 
・在庫調整による輸配送日の平準化 
・付帯作業見直しや納品作業の簡素化による納品時間の短縮、輸送の効率化 
・複数の物流拠点を保有する場合、拠点から配送されるエリア等の弾力的な運用（渋滞が予想されるエ
リアへの配送について、拠点の変更や複数拠点からの配送等） 

・納品時間の夜間への変更 等 
3．その他 ・特に渋滞が予想されるエリアにおいては、トラックの公道待機などによる渋滞悪化を防止するため、

可能な限り「駐車スペースの確保」「スムーズな荷物の受け渡し」にご協力ください。 

出典：「2020TDM推進プロジェクト」（2021年８月３日参照 2020TDM推進プロジェクトホームページ） 

 

また、「2020 物流 TDM 実行協議会」は、以下のような取組を実施した。 

＜協議会における取組（実績）＞ 

■ホームページの設立・運営（2020年 3月～2021年 12月） 

・物流 TDMの取組、個別コンサルティング等を紹介 

 ■啓発グッズの作成・配布 
・物流 TDMの普及啓発のため、中小企業・個人事業主向けのグッズを作成し、関係団体を通じて配布 

 ■チラシの作成・配布 

・大会時に想定される影響、業種別の対策と支援策等を周知 
 ■協議会委員による広報 

・協議会委員にご協力いただき、各団体の広報物へチラシ等を掲載 

 ■コンサルティング・勉強会 
  ・各社の事情を踏まえた物流 TDMのコンサルティング、地域特性を踏まえた商店街単位の勉強会等を実施 

 ■「未来につながる物流」認定・表彰 

・物流効率化に向けた意欲的・先進的な取組を「未来につながる物流」として認定・表彰 
 ■WEBセミナー 

・中小企業や個人事業主を対象とした WEBセミナーを計 2回実施。計 133名が参加。 

出典：「協議会におけるこれまでの取組（実績）」（令和３年 11月１日 2020物流 TDM実行協議会第７回総会資料） 
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表 8.1.17-7(22) ミティゲーションの実施状況〔その他の取組〕 

ミティゲーション 

・大会開催中の交通混雑緩和に向けた都庁自らの取組として、「都庁 2020 アクションプ
ラン」に基づき、年休・夏休の計画的取得、時差出勤・フレックスタイム・テレワー
クの実施、庁有車利用の抑制、都庁発注工事の調整等を行う。また、最重点取組とし
て、2019 年(令和元年)夏季より、都庁完全オフピークの実施、出勤者の徹底抑制、本
庁職員全員のテレワークの実施を行う。 

実施状況  

「都庁 2020 アクションプラン」に基づき、最重点取組に関わらず、大会開催中の交通混雑緩和に向けた各

種取組を実施した。 

 

取 組 実 績 実施期間 

テレワーク・オフピー
ク通勤の実施 

期間中のテレワーク実施率は約 7 割 
（本庁における期間中の一日平均） 

2021 年 7 月 19 日 
～9 月 5 日 

備品やコピー用紙等
の納品時期の変更 

納品回数を約 4 割削減（昨年同時期と比較） 
約 2,300 回⇒約 1,400 回 
（うちコピー用紙納品数 約 6.100 箱⇒約 3,500 箱） 
（ペーパーレスの推進や納品時期の前倒し等の実施） 

2021 年 7 月 19 日 
～8 月 9 日、 
8 月 24 日～9月 5日 

コピー用紙・ごみの削
減 

本庁のごみ搬出量を約 4 割削減（昨年同時期と比較） 
（ペーパーレスの推進。水筒・マイカップの持参推奨、実施
期間中は、古紙（新聞・雑誌・段ボール等）、シュレッダー
ごみ等を会議室等に一時保管） 

都庁発注工事の調整 期間中に施工中の約 8 割の工事で取組を実施 
（車両の搬入回数（資材搬入等）の減、車両の出入り時間の
コアタイム外（早朝・夜間等）への振替、工事の一時休止等） 

庁有車利用の抑制 本庁の庁有車利用を約 4 割削減（昨年同時期と比較） 
（オンライン会議への変更、出張時期の変更） 

出典：「大会期間中の都庁 2020アクションプラン等の実施報告などについて」（令和４年１月 31日第 8回交通輸送技術検

討会資料） 

 

ミティゲーション 

・2019 年(令和元年)夏には、「都庁 2020 アクションプラン」の取組を大会時を想定して

試行し、試行結果を踏まえ、東京 2020大会期間中の交通混雑緩和に向けた「都庁 2020

アクションプラン」を更新した。 

実施状況  

「都庁 2020 アクションプラン」の試行を行い、「都庁 2020 アクションプラン」の更新を行った。更新した

「都庁 2020 アクションプラン」に基づく主な取組内容と実績は、前述のミティゲーションに示すとおりであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「「都庁 2020アクションプラン」作成の流れ」（2022年３月５日参照 東京都オリンピック・パラリンピック準備局

ホームページ）ほか 

https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/taikaijyunbi/torikumi/yusou/tocho2020actionplan/index.html 

 

「都庁 2020 アクションプラン」作成の流れ 

◆Step1：対応可能な対策から取組項目の抽出 

(2019 年１月 25 日公表) 

◆Step2：具体的な取組内容・規模・実施期間の設定 

(2019 年４月 12 日公表) (2019 年 11 月 18 日更新) (2020 年２月 21 日更新)  

(2021 年７月 14 日更新) 

◆Step3：取組推進の部署等と、実施の推進・確認方法の決定 

(2019 年７月１日公表) (2019 年 11 月 18 日更新) (2020 年２月 21 日更新)  

(2021 年７月 14 日更新) 
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2) 予測結果とフォローアップ調査結果との比較検討 

ア．予測した事項 

(ｱ) 大会開催中の交通の状況 

大会開催中は、選手等の関係者の輸送のため、都内を始めとした高速道路や一般道路

における所要時間が長くなる箇所、時間帯が生じることが考えられた。 

このため、選手等の大会関係者を輸送する関係者輸送ルートであるオリンピック・

ルート・ネットワーク（ORN）及びパラリンピック・ルート・ネットワーク（PRN）は、

市民の生活や都市活動に与える影響も含めて考慮して高速道路を主として設定された。 

観客・大会スタッフの輸送については、公共交通機関（鉄道）を前提に、徒歩圏内

に鉄道駅がない又は遠い場合等は、シャトルバスも含め計画した。 

東京都、国及び組織委員会では、交通混雑緩和に向けた交通需要マネジメント（TDM）

の取組を「2020TDM 推進プロジェクト」として推進し、大会開催中は、交通需要マネジ

メント（TDM）のほか、TDM の効果等を踏まえ、日にち・時間・場所・競技を特定した通行

規制等の交通システムマネジメント（TSM）を実施した。これらの交通需要マネジメント

（TDM）や交通システムマネジメント（TSM）については、2019 年(令和元年)の試行の結

果を踏まえた追加対策の検討、大会時に向けた交通マネジメント改善策の検討等を行っ

た。 

また、自動車の効率的利用などによる道路交通の混雑緩和や、鉄道などの公共交通

機関も含めた交通需要マネジメント（TDM）における取組を促すため、説明会の開催や

広報活動による情報発信等により、東京都と組織委員会が連携して企業・個人に働き

かけを行った。 

これらの取組を受けて、大会期間中の広域の交通量は、高速道路で 13％の減少、一

般道で 6％の減少となった。 

首都高速道路では、TSM の実施により、朝のピーク時の本線車線規制や夕方のピーク

時の入口閉鎖等が行われた区間があり、本線料金所通行制限や JCT 方向別規制、本線車

線規制の実施箇所周辺で渋滞の発生がみられたが、2019 年と比較した平日の渋滞損失時

間は、約 8 割の減少がみられた。 

都内の一般道についても、朝夕ピークにおいて、首都高の入口閉鎖付近や、関係者輸

送ルートを迂回する道路など一部の区間で渋滞がみられたが、2019 年と比較した渋滞長

時間は減少する傾向がみられた。 

これらのことから、予測結果と同様に、東京 2020 大会に係る円滑な輸送を実現しつつ、

大会開催中の都市交通への影響を極力低減する取組は行われたものと考える。 
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